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三井区は地盤が堅固であり水害・洪水のリスクは小さいといわれ
ています。大きなリスクは火災と巨大地震です。

火災については道路幅が広く延焼リスクは小さいのですが、各家
庭では火の元の注意をお願いします。
地震については昭和56年以降に建てられた家屋は，揺れには強い
とされております。発生時の身の安全を守るとともに、地震に対す
る不安、二次災害を防ぎたいと思います。地震が収まったのちの在
宅避難の態勢を整えておくことが重要だと考えております。

自主防災会は専門家の意見を参考にして『三井区防災の５つの考え
方』をお示していますが、これを基本として、皆様に各家庭でお願い
したいこと（自助）、近所の方々による見守り（共助）を中心に活動を
進めています。

今回、埼玉県が進めている「イツモ防災」のご案内を印刷し、三井区
ならではの情報を加えて『みつい防災ブック』としてお届けします。
以前にお配りしております防災マニュアルとともにお手許において
機会あるごとに活用をしてください。

三井区自主防災会

会長 高橋 宏



三井区防災の５つの考え方

２.ローリング備蓄のお勧め
ご自宅での避難生活では約１週間の
水や食料を使いながら備蓄量を保つ
「ローリング備蓄」が望まれます。

➡詳しくはP15をご覧ください

４.情報を集めましょう
災害時には情報入手が大切です。
停電時でも最新情報を得られるように、
乾電池式ラジオやスマホ用予備電源
等も準備しましょう。
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１.在宅避難
三井区の大きな災害リスクは、
①火災と②大地震→失火には十分注意
をお願いします。また三井区では、避難
するよりご自宅での待機を推奨します。

３.家具の固定と配置変え
就寝時の災害発生に備えましょう。
①家具の配置を見直し
②飛んでくる恐れのある家具を固定
③ガラス破損時の飛散防止

➡詳しくはP10～13をご覧ください

５.ご近所の声掛け
ご近所が声を掛け合うだけでも災害時
の不安は小さくなります。
➡詳しくはP24をご覧ください
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三井区とその周辺の標高を表した図です。北上尾方面から南西に
向けて徐々に低くなっておりますが、三井区は黄色の地区にあり
（約18ｍ～19ｍ）、平坦で洪水の可能性は低いと思います。

三井区周辺の標高

上尾駅16.4m
大石支所18.9ｍ

アリオ上尾17.3m

丸山公園8.0m

桶川駅20.5m

富士見小学校11.8ｍ

北上尾駅18.0m

出展：地理院地図（色別標高図）を加工して作成



+

首都圏、埼玉県、上尾市で大きな揺れ（震度５強以上）が起きる確率
は高いと報告されています。下図の緑色、黄色の部分に注目してく
ださい。必要な準備はしっかり行いましょう。

著者：巽好幸
神戸大学高等研究院海共生研究アライアンス長
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大地震の発生確率の報告

都心南部直下地震（M７．３）による震度分布想定

首都圏の今後３０年間に震度６以上の揺れが起きる確率
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断水時にご協力いただける
井戸のご紹介

ご厚意で取水させていただけます。災害時ですから飲用水
ではなく生活用の雑水とお考え下さい。飲用水は各自で備
蓄しておきましょう

出展：地理院地図（標準地図）を加工して作成

飲用水については
１日１人３リットル×最低３日分
できれば１週間分用意しておく
➡詳しくはＰ１４をご覧ください



防災協力員

防災ボランティアの募集

主に災害時にご近所の様子をお聞きし,安

否確認していただくことをお願いします。

①自分がケガをしておらず、家も大丈夫

だと確認してください ②外へ出てご近

所の方と顔を合わせてください。きっと

気持ちが落ち着くことでしょう。③いつ

ものように隣近所に「大丈夫ですか？」

と声をかけてください。

避難所ボランティア

最近多くなった風水害や地震が起きた時に大石小学校、西小学校で避難所が設置

されます。避難して来られる方のお世話や避難所の運営にご協力をいただける人を

募集します。（特に必要な知識・技能はありません）あらかじめ登録していただき、避

難所が開設されて、三井区に要請があれば防災部（自主防災会事務局）からお願い

をします。ご都合を必ずお聞きしてからお願いしますのでご家族のお世話が必要の

方、ご勤務の予定のある方もまずは登録を検討してください。

Q＆A.責任を負うのは困る
無理なお願いはいたしません。出来な

いこと、出来なかったことに対する責

任はありません。その時出来ると判断

したことだけお願いします。出来そう

にないことはしないでください。災害

時には、ご近所が顔を合わせ、声をか

け合うことがお互いを勇気づけること

になることは明らかです。ご自分のや

れる範囲でご協力いただきたいと思

います。

ボランティアに参加いただける方は防災部員または防災協力員に

お知らせください。ご参加をお待ちしています。
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２０２０年は、いつもと違う年になりました。新型コロナウ
イルスのために生活を変えなければならなくなりました。
新型コロナウイルス感染が心配な方は、発熱していなくて
も、息苦しさ（呼吸困難）、だるさ（倦怠感）、咳などの症状
が続く場合は、電話で相談してください。

Ｐ２６ 「新型コロナウイルス接触確認アプリ」
次ページは厚生労働省の「新型コロナウイルス接触確認アプリ」の情報です
使う人が多いほど感染拡大防止効果が期待され、位置情報など個人を特定する情報は
記録されません。
スマートフォンをお持ちの方は是非インストールしてみて下さい。

Ｐ２７「最新版コロナウイルスの症状」
Ｐ２８「新型コロナウイルスとインフルエンザの違い」

※株式会社Smart119による新型コロナウイルスに関する情報です
新型コロナウイルスに関する情報をわかりやすいマンガを通じて提供しています。

新型コロナウイルスについて

９月１日から埼玉県独自の施策ができました。
新型コロナウイルス感染症への不安から検査を希望する妊婦の方を対象に、
ウイルス検査を行います。検査費用の自己負担はありません。
検査についてはかかりつけ産科医療機関にご相談ください。

・検査回数 ：1人1回（令和2年9月1日～令和3年3月31日の間に実施した検査が対象）
・検査場所 ：かかりつけ産科医療機関。 または、かかりつけ産科医療機関が指定した

検査実施医療機関。

新型コロナウイルス感染が心配な方は、次の順番で相談してください。

（１）埼玉県県民サポートセンター ０５７０−７８３−７７０
（210秒間 10円かかります）

24時間（土日祝日も実施）対応してくれます。

（２）「帰国者・接触者相談センター」０４８−７６２−８０２６
月曜日から土曜日 9:20〜16:40

（ファックスの場合は相談票に記入 ０４８−８１６−５８０１）

（３）かかりつけの医者に相談するときも、まず電話で相談してください。
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編集後記

防災の基本は、まず自分と家族の身の安全を図る、人に頼る
ことなく１週間は生活できる準備をしておく。でも災害のときに
は何が起こるかわかりません。少しでも余裕がある場合にはご
近所で声を掛け合えることが、大切です。

例えば、私の家には太陽光パネルがあります。災害で壊れな
ければ、昼間電気を発電できます。必要な方に電気を差し上げ
ることができます。必要な方は遠慮なく声をかけてください。

同じように井戸がある家庭があります。以前から三井区では
生活用水が欲しい場合に水を分けてくださいと、井戸を設置し
ている家庭に協力を依頼しています。

困ったときにお互いに声をかけあえる関係をつくるために、日
頃から近所のお付き合いが大切です。心がけていきましょう。

防災部 瀬田 裕司

出典
Ｐ27 「最新版新型コロナウィルスの症状」と

Ｐ28 「新型コロナウィルスとインフレエンザの違い」は

ＳＭＡＲＴ119inc. のご厚意で掲載させていただいています。

https://smart119.biz/

https://twitter.com/Smart119_jp

防災マニュアルブック「イツモ防災」：埼玉県危機管理防災部危機管理課

イラスト類：公益財団法人市民防災研究所

いらすとや

2020年度 三井区自治会 防災部

氏　名 スパン
  宮多　良 30-2
  瀬田　裕司 35-8
  青地　潤一郎 17-20
  秋山　純子 52-12
  田澤　稔 51-9
  寺延　洋二郎 37-6
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